
令和３年度 お月見歌会 応募結果 

 

一般応募 ４４名 

高山市 ３２名 

飛騨市 ２名 

下呂市 ６名 

その他 ４名 

 

高校生応募 １７名 

飛騨神岡高校 ０名 

吉城高校 １６名 

斐太高校 １名 

 

本年度は、歌会を開催しない代わりに、一般の部は雁部先生から、高校生の部は

桐山先生からのコメントを頂きました。今後の参考になさってください。 

来年度もご応募をお待ちしております。 

 

 



令
和
三
年
度 

道
伝
え
の
日 

お
月
見
歌
会 

入
選
歌 

 

課
題
歌
「
月
」 

互
選

［
一 

席
］ 

一
〇
、 

槍
ヶ
岳
人
を
拒
み
し
鎌
尾
根
の
刃
文
の
上
に
月
が
浮
か
び
ぬ 

西 

春
彦 

互
選
［
二 

席
］ 

三
〇
、 

言
い
訳
も
本
当
の
こ
と
も
言
わ
な
い
で
口
笛
だ
け
を
吹
き
た
い
月
夜 

稲
泉 

真
紀 

互
選
［
三 

席
］ 

二
七
、 

満
月
に
照
ら
し
だ
さ
れ
し
白
萩
は
守
る
人
な
き
墓
に
寄
り
そ
ふ 

柴
田 

恭
子 

 
 

 

［
雁
部
貞
夫
先
生 

推
薦
］ 

一
〇
、 

槍
ヶ
岳
人
を
拒
み
し
鎌
尾
根
の
刃
文
の
上
に
月
が
浮
か
び
ぬ 

西 

春
彦 

 

「
刃
文
」
が
細
か
す
ぎ
る
「
刃

や
い
ば

」
で
十
分
。
凄
味
あ
り
。 

 

三
八
、 

伝
へ
来
し
わ
ざ
に
勇
魚

い

さ

な

を
追
ふ
民
を
目
守
り
つ
つ
月
の
淡
く
な
り
た
り 

鶴
見 

輝
子 

 

上
の
句
ユ
ニ
ー
ク
。
下
の
句
「
月
の
」
の
「
の
」
は
不
要
。 

 

   

自
由
歌 

互
選

［
一 

席
］ 

一
〇
、 

明
王
の
憤
怒
の
相
も
や
わ
ら
か
に
秋
の
陽
浴
び
る
村
の
石
仏 

西 
春
彦 

互
選
［
二 

席
］ 

二
六
、 

言
ひ
た
き
こ
と
半
分
ほ
ど
は
呑
み
込
み
て
相
づ
ち
打
ち
ぬ
夫
と
の
夕
餉 

片
岡 

和
代 

四
三
、 

急
逝
せ
し
母
が
そ
の
朝
活
け
し
と
い
ふ
無
窮
花

む
ぐ
ん
ふ
ぁ

一
輪
枕
辺
に
置
く 

小
林 

伸
子 

  
 

 

［
雁
部
貞
夫
先
生 

推
薦
］ 

 

六
、 

シ
ュ
ワ
ッ
シ
ュ
ワ
ッ
と
気
泡
は
じ
け
る
カ
ル
ピ
ス
の
ス
ト
ロ
ー
が
二
本
恋
も
弾
け
る 

三
尾 

幸
子 

 

勢
い
が
あ
り
、
上
等
の
相
聞
歌
。「
ス
ト
ロ
ー
が
」
の
「
が
」
不
要
。
な
い
方
が
よ
い
。 

 

三
九
、 

打
つ
、
投
げ
る
、
走
る
、
大
谷
は
夢
く
る
る
野
球
の
事
は
知
ら
ぬ
吾
に
も 

西
野 

紘
子 

 

大
谷
讃
歌
。
こ
れ
で
よ
い
が
、
や
は
り
類
想
が
多
い
テ
ー
マ
。
更
に
工
夫
を
。 

 

 



令
和
三
年
度 

道
伝
え
の
日 

お
月
見
歌
会 

入
選
歌 

  

桐
山
吾
朗 

選 
 

 

 

［
斐
太
高
校
］ 

入 

選 

若
き
日
の
祖
父
母
の
ア
ル
バ
ム
眺
む
れ
ば
幼
き
父
の
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ム
ー
ン 

二
年 

門
前

も
ん
ぜ
ん 

凛
音

り

ん

ね 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

  
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
       

［
吉
城
高
校
］ 

入 

選 

コ
ロ
ナ
禍
で
中
々
会
え
な
い
親
友

と

も

想
う
同
じ
満
月
見
て
い
る
の
か
な 

三
年 
山
下

や
ま
し
た 

祐
華

ゆ

う

か 

お
湯
注
ぎ
月
を
浮
か
べ
て
混
ぜ
溶
か
す
ほ
ん
の
り
甘
い
お
月
様
の
味 

二
年 

岡
田

お

か

だ 
千
佳

ち

か 

コ
ロ
ナ
禍
の
し
ん
み
り
と
し
た
家
の
中
ひ
ょ
っ
こ
り
覗
く
十
六
夜
の
月 

二
年 

加
藤

か

と

う 
 

凛り
ん 

帰
り
道
雲
か
ら
覗
く
月
明
り
疲
れ
た
心
を
微ひ

そ

か
に
照
ら
す 

二
年 

三
枝

み

え

だ 

柚
奈

ゆ

ず

な 

満
月
を
一
人
じ
め
し
て
遊
び
を
り
「
だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
」
と
振
り
向
き
て 

二
年 

溝
口

み
ぞ
ぐ
ち 

史
大

ふ

み

と 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
  



令
和
三
年 

お

月

見

短

歌 
 
―

学

生

の

部―
 
 

令
和
３
年
10
月
２
日 

 
選
評 今

年
の
学
生
の
部
の
応
募
は
、
二
校
十
七
首
の
み
。
前
年
の
応
募
数
の
約
三
分
の
一
弱
と
い
う

結
果
で
、
主
催
す
る
側
か
ら
の
感
想
を
申
せ
ば
落
胆
の
極
み
で
、
寒
空
に
か
か
る
三
日
月
を
見
る

よ
う
な
思
い
で
し
た
。 

し
か
し
、
応
募
作
は
、
ど
の
歌
も
課
題
の
「
月
」
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
既
成
の
作
法

に
と
ら
わ
れ
な
い
闊
達
さ
が
小
気
味
よ
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

た
だ
、
今
後
に
わ
た
っ
て
作
歌
を
目
指
す
場
合
、
考
慮
し
て
ほ
し
い
事
柄
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

の
選
評
に
挙
げ
た
三
つ
の
項
目
を
、
今
年
も
繰
り
返
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

① 

定
型
の
〝
調
べ
〟
、
語
句
の
流
れ
を
意
識
す
る
こ
と 

② 

表
現
を
磨
く
こ
と 

③ 

読
む
人
の
思
い
を
想
定
す
る
こ
と 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
資
料
に
も
う
少
し
深
め
た
内
容
を
記
し
て
い
ま
す
の

で
、
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

昨
年
の
選
評
を
観
た
い
場
合
は
、
高
山
市
文
化
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、
道
伝
え
の
日
・
お

月
見
歌
会
の
令
和
２
年
度
作
品
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
最
後
に
選
評
が
付
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
桐
山
吾
朗 

選
） 


